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１．事業の概要

2

単位：m

起点 ：長生郡長南町千田

終点 ：茂原市三ヶ谷

延長 ： Ｌ＝7.2㎞

幅員 ： W＝9.5m（２車線）

道路規格 ： 第３種第２級

設計速度 ： 60㎞/h

全体事業費 ： １７３．２億円

ちょうせいぐん ちょうなんまち せんだ

もばらし さんがや

計画概要図 茂原一宮道路の位置

（１）計画の概要

計画横断図
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舗装
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舗装

路体

1工区 ２工区 ３工区

工事進捗率
工事 路床
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用地取得率
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２．事業の進捗状況
（１）前回事業評価以降の主な整備状況

年度 茂原一宮道路 事業進捗状況

平成12年度 事業着手

平成13年度 用地買収着手

平成14年度 工事着手

平成25年4月
１工区（国道409号～茂原長南IC 約
0.7km）供用開始

令和2年5月
２工区（茂原長南IC～(町)利根里線
約1.5km）供用開始

現在
用地買収、道路改良工を実施中
事業進捗率８１％（R4年度末予定）

一般国道４０９号茂原一宮道路（整備区間） Ｌ＝7.2km

１工区L=0.7km

H25.4開通

L=1.5km
R2.5開通

L=2.5km

３工区 L=2.5km２工区 L=4.0km

調査区間

前回
評価時

R01

今回
評価時

R04

凡例

工事完了・
　用地取得済

工事中

用地未取得・
　工事未着手
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凡 例
：整備区間(供用済)
：整備区間(事業中)
：調査区間
：一般国道
：主要地方道
：一般県道
：高速道路
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町道
利根里線



２．事業の進捗状況
（２）－１ 事業費増加について

前回評価（R1再評価）
約１５２億円

今回評価（R4再評価）
約１７３．２億円（約２１．２億円増）

項目 内容

工事費の増加
（２１．２億円）

①土砂運搬先の変更による事業費の増加（１６．０億円）

②地盤改良工による工事費の増加
（盛土施工箇所における地盤改良工の追加）（５．２億円）
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２．事業の進捗状況
（２）－２ 事業費増加の要因①

土砂運搬先の変更 （１６．０億円 増）
•当初、本事業で発生する土砂について、用地取得済箇所に仮置きし、現場内で流用する計画であったが、
用地取得が遅延しており、一部現場内での流用が困難になった。このため、発生土の一部を他事業に
流用することとし、運搬距離が３０ｋｍとなったことから、事業費の増額が必要となった。
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運搬土量（m3） 単価（円） 運搬費（億円）

発生土運搬 ５８０，９６３ ７８２ ９．１

運搬土量（m3） 単価（円） 運搬費（億円）

発生土運搬
（現場内）

３５２，３８３ ７８２ ５．５

発生土運搬
（他事業）

２２８，５８０ ４，２８２ １９．６

前回再評価時（Ｒ元）

今回再評価時（Ｒ４）

５．５億円 ＋ １９．６億円 － ９．１億円 ＝ １６．０億円増加

事
業
用
地
（掘
削
）

他
事
業

運搬

搬出先
変更

変更

（盛
土
）

事
業
用
地
内

事業箇所

搬出先

運搬

運搬距離
2.0ｋｍ

前回

事
業
用
地
（掘
削
）

事
業
用
地
内
（盛
土
） 搬出先について、広範囲に

調査を実施したが受け入れ先が
運搬距離30kmとなった。

運搬距離
３０ｋｍ



２．事業の進捗状況
（２）－２ 事業費増加の要因②

地盤改良工の追加 （５．２億円 増）
•実施設計に伴い、盛土施工箇所において、地質調査や土質試験を実施したところ、
軟弱地盤が確認されたことから、地盤改良工を追加したことにより、事業費の増額が必要となった。
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4号BOX

【位置図】

地盤改良箇所②

地盤改良箇所①

数量 単価（億円）

地盤改良箇所① Ｌ＝３２ｍ ２．１

地盤改良箇所② Ｌ＝６５ｍ ３．１

合計 ５．２

（法尻部の円弧滑り対策）

【盛土工断面図】

盛土工

軟弱地盤層
深さ

５ｍ～１２ｍ

地盤改良地盤改良



■現道区間の混雑度と混雑時旅行速度の状況

（１）渋滞の状況
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３．社会経済情勢

■現道区間の旅行速度の変化
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(一)正気茂原線

宮原85

一宮町役場

123

昭和橋北

上茂原

148

茂原一宮道路

●現道の一般国道１２８号、一般国道４０９号は混雑度が１．０を超える区間が続いており、混雑時旅行
速度が県平均（２８．９km/h）を下回る区間があり、交通混雑が発生している。

■現道区間の渋滞状況（撮影日R4年3月）

撮影地点：宮原交差点（一宮町宮原782-1）

出典： H27道路交通センサス混雑時旅行速度

出典：H27道路交通センサス

凡 例
：混雑度0.00～1.00
：混雑度1.00～1.25
：混雑度1.25～1.75
：H27ｾﾝｻｽ混雑時旅行速度
県平均以下区間
：茂原一宮道路（評価区間/供用区間）
：茂原一宮道路（評価区間/事業中区間）
：茂原一宮道路（調査区間）
：現道の旅行速度変化の抽出区間



（２）交通事故の状況

8

●現道の一般国道１２８号、一般国道４０９号では、死傷事故率が４９．１件/億台キロであり、
県平均（４３．１件/億台キロ）を上回る状況である。

●また、現道の交通事故の多くは渋滞が要因の一つである追突事故が約６割を占めている。

３．社会経済情勢

■現道区間の交通事故の発生状況について
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(一)正気茂原線

茂原一宮道路 85
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千田

宮原

一宮町役場

昭和橋北

出典：交通事故統合データベース（H28～R2）イタルダ区間データ
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出典：交通事故統合データベース（H28～R2）
イタルダ区間データ

■現道区間の死傷事故率の変化（H28-R02）

■現道区間の事故類型（H28-R02）

出典：交通事故統合データベース（H28～R2）
イタルダ区間データ
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凡 例
：国道
：主要地方道
：一般県道
：その他道路
：茂原一宮道路（評価区間/供用区間）
：茂原一宮道路（評価区間/事業中区間）
：茂原一宮道路（調査区間）
：死亡事故発生箇所（H28-R02）
：重傷事故発生箇所（H28-R02）
：現道の死傷事故率算出区間

現道の死傷事故率
４９．１件／億台キロ

現道の死傷事故率
４９．１件／億台キロ



４．事業の投資効果
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（１）費用便益比の算定

社
会
的
割
引
率

■費用および便益算定の前提
基準年次 ：令和４年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

道路整備に
要する事業
費

道路維持管
理に要する
費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ
令和４年２月
国土交通省

道路局 都市局

デ
フ
レ
ー
タ

道路構造物
の更新に要
する費用



（２）便益の算定方法
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４．事業の投資効果

交通流の推計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

事故減少便益

＝道路整備無の走行経費 － 道路整備有の走行経費

＝道路整備無の走行時間の価値 － 道路整備有の走行時間の価値

＝道路整備無の交通事故損失額 － 道路整備有の交通事故損失額

総便益（Ｂ）

道路整備の有無によるそれぞれの交通量、走行速度等を推計

DO DO

整備無（without） 整備有（with）

（without） （with）

（without） （with）

（without） （with）



４.事業の投資効果
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（３）費用便益比の算定結果
今回再評価（R4） 前回再評価（R1） 備考

費用便益マニュアル 令和４年２月版 平成３０年２月版 最新の原単位への更新

対象延長 ７．２ｋｍ(整備区間全線) ７．２ｋｍ(整備区間全線)

基準年次 令和４年度 令和元年度

供用予定年次 令和９年度 令和９年度

分析対象期間 供用後５０年 供用後５０年

基礎データ
平成２７年度

道路交通センサス
平成２２年度

道路交通センサス
基礎データの更新
（推計年次：R12→R22）

計画交通量 ９７～１３９（百台／日） ８５～１３６（百台／日）

総便益（Ｂ） ３１１億円 ２６１億円
基礎データの更新
基準年次の更新

総費用（Ｃ） ２２５億円 １８２億円 事業費の増加

Ｂ／Ｃ １．４ １．４

B/Cの
比較

今回再評価（R4） 前回再評価（R1） 備考

事業費 １７３．２億円 １５２億円 ２１．２億円増加

事業費
の比較



【事業全体】

【残事業】

基準年：令和４年度

注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

２８５億円 ２０億円 ６億円 ３１１億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

１．４
２１７億円 ８億円 ２２５億円

（４）費用便益比
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４．事業の投資効果

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

１８８億円 ７億円 ３億円 １９７億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

５．５
３０億円 ５億円 ３６億円



【参考】費用便益比（一体評価）
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４．事業の投資効果

注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

４３１億円 ３９億円 １１億円 ４８１億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 更新費 総費用

１．４
３３４億円 １４億円 １億円 ３４９億円

基準年：令和４年度
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（５）整備効果（交通の円滑化・安全性の向上）

●一般国道１２８号、一般国道４０９号の通過交通が茂原一宮道路へ転換が図られ、 現道区間の
渋滞の緩和され、交通の円滑化が図られる。

●一般国道１２８号では交通量が約３０百台/日転換し、混雑度が１．０近くまで低下するとともに、
渋滞に起因する交通事故が減少し、安全性の向上が期待される。

N

S

EW

茂原一宮道路

128

409

148

293

293茂原長南IC

(一)正気茂原線

宮原

■茂原一宮道路整備前後の交通量・混雑度
（国道128号宮原交差点の北側断面）

混雑度１．０
近くまで低下

通過交通
３０百台転換

128

128

84

85

13

123

138

通過交通
の転換

４．事業の投資効果

凡 例
：国道
：主要地方道
：一般県道
：その他道路
：茂原一宮道路（供用区間/供用区間）
：茂原一宮道路（評価区間/事業中区間）
：茂原一宮道路（調査区間）
：交通量・混雑度減少区間
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開通前約95％

開通後約78％

開通前

約52分

開通後

約38分
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（６）救急医療活動の支援（便益の算定に含まれていない効果）

●茂原一宮道路の整備により、東千葉メディカルセンターへの３０分到達圏域が拡大し、一宮町役
場～東千葉メディカルセンターまでの搬送時間が短縮することから、救命率の向上に寄与する。

●搬送時間が１４分短縮されることで、多量出血による重症患者の救命率が約１７％向上

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

一
宮
町
役
場

開通前

約52分

■搬送時間の短縮による救命率の向上

救命曲線による死亡率

※H27道路交通センサス混雑時旅行速度より算出

■搬送時間の短縮

搬送時間が14分短縮し、多量出血に
よる重症患者の救命率が約17%向上

４．事業の投資効果

開通後(事業区間)

約14分短縮 約38分※

※開通前：H27道路交通センサス混雑時旅行速度
開通後：事業区間は60km/hを使用

一宮町役場～東千葉メディカル
センターまでの搬送時間が
約14分短縮

消防本部の声
（R4.1ヒアリングより）

・現在の開通区間（茂原長南IC～町道利根里線）だけでも
十分早く移動できるようになったと感じています。
・茂原市三ヶ谷から一宮町一宮まで延伸されれば、
救急搬送時のルートとして利用されると考えられます。

■東千葉メディカルセンターへの３０分到達圏域の拡大

茂原長南IC

茂原北IC

大網白里SIC

東金IC

※H27道路交通センサス混雑時旅行速度
長生地域：茂原市、一宮町、睦沢町、長生村、白子町、長柄町、長南町

■30分到達圏域の拡大
◎人口：542百人（36百人増）
◎面積：95㎢（11㎢増）

N

S

EW

開通前の利用経路

開通後の利用経路



供用開始後（別ルートを確保できる）

供用開始前

●一般国道１２８号、一般国道４０９号は長生地域の東西を結ぶ主要な幹線道路であるが、
交通混雑が発生している状況である。

●茂原一宮道路の整備により、長生地域を東西に結ぶ緊急輸送道路ネットワークの強化が図られる。

４．事業の投資効果
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（７） 緊急輸送道路ネットワークの強化（便益の算定に含まれていない効果）

■長生地域の緊急輸送道路の状況

高師

昭和橋北上茂原

凡 例
：茂原一宮道路（評価区間・供用済）
：茂原一宮道路（評価区間・事業中）
：茂原一宮道路（調査区間）
：主要渋滞箇所
：主なヘリコプター臨時着陸場適地
：広域防災拠点（救援部隊）

出典：千葉県観緊急輸送道路図（令和３年３月）

409

128

128

茂原一宮道路

N

S

EW

国道409号(茂原市上茂原地先)

供用済区間(長南町千田地先)



N

S

EW

茂原一宮道路

128

409

409

84

13

128

148

27

千田

一宮町役場

昭和橋北

85
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（８）地域防災機能の強化
●茂原一宮道路の整備により長生地域を東西に結ぶ緊急輸送道路ネットワークの強化が図られる。
●盛土・橋梁構造を中心とすることにより災害などに強い道路となり、災害発生時のリダンダンシーが
向上する。

■長生地域の洪水浸水想定区域と緊急輸送道路の状況 ■盛土区間断面の整備イメージ

凡 例
：浸水想定区域の通過区間
：一般国道（指定外）､県道等【供用：１次路線】
：県道、市･町道等【３次路線】
：茂原一宮道路（評価区間/供用済）
：茂原一宮道路（評価区間/事業中）
：茂原一宮道路（調査区間）

出典：重ねるハザードマップ 洪水浸水想定区域（計画規模）
千葉県緊急輸送道路図（令和３年３月）

４．事業の投資効果

◎茂原一宮道路は浸水想定区域を約2.0km
通過

●浸水想定高より高い道路構造とすること

で浸水など災害の影響を受けずらい道路

約40m～50m

約5～7m

約40m～50m

約5～7m

約40m～50m

約5～7m

約40m～50m

約5～7m



６．コスト縮減

コスト縮減への取り組み

５．コスト縮減
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これまでの取り組み

・設計ＶＥの活用によるコスト縮減
道路幅員構成の見直し（Ｗ＝１１．０ｍから９．５ｍに見直し）
圏央道インターチェンジとの交差形状の見直し

引き続き、新技術・新工法等の積極的

な活用を図り、コスト縮減に努めながら、

事業を推進していく。



○費用便益比（Ｂ／Ｃ）⇒『１．４』

○整備効果

・交通の転換による並行現道区間の渋滞緩和や移動時間短縮、交通
事故の減少が図られる

【便益の算定に含まれていない効果】

・長生地域の救急医療活動の支援の強化が図られる

・長生地域の東西を結ぶ緊急輸送道路ネットワークの強化が図られる

・長生地域の防災機能の強化が図られる

○事業の進捗

供用目標を公表し、着実に事業を推進している

６．対応方針（案）

事業を継続し、効果の早期発現を目指す
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